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1. 基本的な考え方 

参加する選手・監督、大会役員をはじめとする大会関係者全員の安全・安心の確保を最

優先事項と考え、公益財団法人全国高等学校体育連盟及び公益財団法人全日本柔道連盟

などが示すガイドラインを基本とした新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策を

講じたうえで大会を開催する。なお、具体的な感染拡大防止対策については、別途定める

こととし、感染者が発生した場合の対応、事後処置などとともに、参加者及び関係者全員

に周知徹底するものとする。 

 

2. 具体的な感染拡大防止対策 

(1) 健康観察及び健康チェックシートの提出について 

① 健康観察の実施 

・ 全ての参加者（選手・監督・引率責任者等）及び大会関係者は、「健康チェックシー

ト様式１」を用いて２週間の健康観察を行い記録する。（必要時には提出をさせる。）

入場時には、検温を実施する。 

② 入場の可否 

・ 入場時にはすべての参加者が検温を実施し、責任者は大会前２週間と当日の健康観

察の状況から判断した「健康チェックシート様式２」を提出する。書類に不備があ

る場合または入場の際の検温にて異常が認められた場合は、大会主催者の判断によ

り、大会参加不可とする。 

 

(2) 施設内での行動について 

① 手指消毒、施設等の消毒 

・ 各会場、各試合場入口に消毒液を設置し、すべての大会関係者は手指の消毒を行う。 

・ 試合をする選手は試合前後に手指及び足裏の消毒を行う。 

・ 定期的に試合場、練習会場の畳の消毒を行う。 

② マスクの着用 

・ すべての大会関係者に常時マスク着用を義務付けさせる。ただし、試合をする選手

はこれを除外する。 

③ その他 

・ すべての大会関係者には、常時適切な身体的距離を確保し行動するように依頼する。 

・ 主道場１階での水分補給以外の飲食は禁止とする。武道館内で飲食する際は、対面

を避け、会話を控えるよう依頼する。 

・ ごみの持ち帰りやタオル等を共有しないよう呼びかける。 

・ 施設内の喚起を定期的に行う。 

・ 感染防止のために実施すべき事項について、提示物や館内放送を通して励行を促す。 

・ 担当者が定期的に会場内を巡回し、各事項が適切に遵守されているか確認する。 
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(3) 入場制限について 

※ 基本方針及び具体的な感染対策防止対策について周知徹底し、入場の際には再度確

認する。 

① 参加者（参加校関係） 

・ 選手（団体試合は各校男子６名、女子４名、個人試合は７階級の代表） 

・ 監督、引率（各学校：監督１名、引率１名程度） 

・ 付き添い生徒（各校 男子 1 名、女子１名） 

② 関係者 

・ 大会競技役員及び補助員 

・ 協賛、視察、報道関係（大会主催者の許可を得た者） 

③ 観客 

・ 入場者数を制限したうえで有観客とする。 

 

(4) 大会規模の縮小について 

① 試合時間の変更 

・ 団体試合及び個人試合の試合時間を従来の４分から３分に短縮する。 

② 開・閉会式（表彰式）の簡略化 

・ 館内放送機器を活用し、式に参加する人数を減らし、式次第を精選するなど簡略化

したうえで実施する。 

③ 諸会議の簡略化 

・ 監督会議は、人数を減らしたうえで実施する。 

 

 

(5) 適切な身体的距離の確保について 

① 入場 

・ 受付システムを活用し、出場校もしくは都道府県選手団ごとに分散して入場させる。 

② 計量 

・ 非公式計量の時間はとらず、公式計量後 30分間は再計量を認める。 

③ 柔道衣コントロール 

・ 全員集合させて一斉には行わず、各試合前に待機場所にて係員が目視で確認する。 

・ 疑義が生じた場合は、各試合場の審判員が測定器具を用いて検査を行う。 

・ 赤白帯は各自で持参させる。 

④ 更衣場所と待機場所 

・ 更衣室の使用を認めるが、更衣室内で長時間とどまることは禁止とする。 

・ 主道場内の選手席、練習会場の観客席や会場内の座席等を待機場所として認めるが、

常時適切な身体的距離を確保し行動するように依頼する。 
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⑤ 試合 

・ 試合会場に選手待機場所を設ける。 

・ 監督による大声での指導や指示は大会申し合わせ事項により禁止とする。 

・ 選手は大きな発声をしないよう、自粛を求める。 

・ 試合終了後は速やかに指定された待機場所に移動する。 

 

(6) 大会期間外について 

① 練習 

・ 検査実施７日前より、在籍する学校（主に練習する場所）以外での練習を禁止する

とともに、感染防止に努めることを求める。 

・ 大会出場ができなくなった学校が出稽古を行っていた場合や受け入れていた場合、

出稽古先や出稽古元の学校も大会参加不可となることがある。 

② 開催地練習 

・ 練習会場の広さに適した利用人数を設定し、時差別での試合前練習を実施させる。 

③ 感染者が発生した場合の報告 

・ 大会参加者及び関係者は、大会終了後７日以内に感染者と認定された場合、当該都

道府県高体連柔道専門部委員長を通じて愛媛県高等学校体育連盟柔道専門部に速や

かに報告する。 

・ 大会主催者は、大会参加者に対応等を連絡する。 

 

(7) その他 

  ・チェックシートは各参加校に送付する。 

 （様式１）                 （様式２） 

 

 

 

 

 

 

（ ～ ）

令和４年度 四国高等学校柔道選手権大会

【様式１　個人保管用】

感染者との濃厚接触 ☐ ☐ ☐ ☐

体　　　　温

平 熱 ( 　　　  ℃）

《　健康チェックシート　》

※　大会当日を含み、前２週間の検温結果と健康観察結果を下記に記入し個人で保管しておいてください。必要時に提出していただきます。

※　大会まで2週間の間に下記の症状が3日以上続いた方は、参加の自粛をお願いします。

※　大会当日、３７．５℃以上の発熱や風邪等の症状がある場合は、入場をお断りいたします。

☐

※　当日、体調不良等で出場を見合わせる場合は、必ず責任者にご連絡下さい。

☐

☐

だるさ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐

☐ ☐

☐

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐

☐ ☐

☐ ☐ ☐ ☐ ☐

☐☐

☐

☐

☐ ☐ ☐ ☐ ☐

℃ ℃

☐

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐

☐ ☐ ☐ ☐ ☐

☐ ☐ ☐

6/18

月 火 水 木 金 土

6/13 6/14 6/15 6/16 6/17

℃

☐ ☐ ☐ ☐ ☐

℃ ℃ ℃

咳 ☐ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐該当する場合
のみ

☑
を記入する

のどの痛み ☐ ☐ ☐ ☐

息苦しさ ☐ ☐ ☐

☐

☐ ☐ ☐

感染拡大地域への移動 ☐ ☐

℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃

6/10 6/11 6/12

役員　・　審判　・　指導者　・　選手　・　補助員　・　観客

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（〇で囲んでください。）

2022/6/17 6/18

曜　　　　日 月 火 水 木 金 土

月　　　　日 6/6 6/7 6/8 6/9

日

入場する

理由

緊急連絡先名　前

県　名

（必要時には、各所属ごとに提出していただきます。）

所属校

（ ～ ）

「いる」を選択した場合は、自粛するものの氏名と理由を記載してください。

このチェックシートは、万が一感染が発生した場合に備え、個人情報の取扱いに十分注意し、各競

技専門部で大会終了後１か月間保管します。

　上記大会において、本校参加者は、指定【様式１】を用い、大会前２週間にわ
たり健康観察を行いました。大会前２週間と本日の健康チェックシートのチ状
況から判断して、大会参加を自粛するものが

2022/6/17 6/19

《　健康チェックシート　》 【様式２　参加校提出用】

令和４年度 四国高等学校柔道選手権大会

6月　１7日 提出用

【参加者人数】

選手・監督

学校関係者

自署

緊急連絡先責任者氏名

県名 所属校

いる　・　いない　　（いずれかに〇印）

No 氏　名
種　別

学校関係者 観客
理由等

1

4

5

2

3


